
5類感染症

・発症日からの症状と経過
・患者居住地・現在の居場所（⼊院・⾃宅療養・施設等）・発症日からの症状と経過・同居家族の有無と健康状態・基礎疾患やステロイド使用の有無・投与薬、投与期間・温泉地への旅⾏や出張の有無・海外渡航歴の有無・銭湯や温泉施設の利⽤の有無・保健所が本⼈または保護者、家族へ連絡することの承諾の有無

医療機関が問診・診察時に確認する情報・検査による確定診断後に診断した医師より発生届提出（診断後直ちに）届出

医療機関の対応の流れ

接触者の健康診断

レジオネラ症 ４類感染症

レジオネラ肺炎（潜伏期間︓２〜10日） ポンティアック熱型（潜伏期間︓１〜２⽇）肺炎を主徴とする全身倦怠感、筋肉痛、頭痛、高熱等 発熱、寒気、頭痛等のインフルエンザ様症状

R7.3月 奈良県郡⼭保健所作成

なし
出典︓国⽴感染研究所ホームページ、厚⽣労働省ホームページ

患者の問診・診察検査により診断 陰性 その他疾患の疑いについて検討
★不明点がある場合には保健所にご相談ください。

陽性レジオネラ症発生届を保健所に提出（診断後直ちに）


